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ジャパンテントホストファミリー募集

　日本で学ぶ世界各国の留学生が石川県に集まって交流を深める、第 37回 JAPAN�TENT（ジャパンテント）
が８月に開催されます。
　留学生が市に滞在する間、家族の一員として迎えるホストファミリーを募集しています。

期間　�８月 22日㈭～ 25日㈰
★�留学生はすでに日本に住み、大学などで学んでいるので、ホスト
ファミリーの経験がなくても心配ありません。
★�飲食費などのホームステイにかかる費用は、ホストファミリーの
負担となります。

 　市国際友好親善協会（市民協働課内）　☎ 227－6029

森井健太氏

　市出身現役プロバスケットボール選手の森井健太氏（B1リーグ　横浜ビー・コルセアーズ所属）
をはじめとした複数名のプロバスケットボール選手とコーチを招いたトークイベントを開催しま
す。B1リーグで活躍する選手やコーチの話をじかに聞くことのできる、またとない機会ですので、
ふるって参加してください。

日 時　７月 13日㈯ 12:00 ～
場 所　市スポーツセンター
テ ー マ　「なりたい自分になるためにはどうすればよいのか」
司 　 会　平�真由子氏（金沢工業大学基礎教育部教職課程准教授）
ゲ ス ト　�森井�健太氏（�横浜ビー・コルセアーズ　キャプテン　野々

市市出身）
　 　 　　森川�正明氏（長崎ヴェルカ）
　 　 　　酒井�達晶氏（富山グラウジーズ　野々市市出身）
　 　 　　�高橋����亮氏（�横浜ビー・コルセアーズ　デベロップメン

トコーチ）

　スポーツ振興課　☎ 248－1442

　夏のトワイライトタイム。古民家で梅酒にほろ酔いながら、
サックスの調べに浸ってみませんか。
日 時　７月 20日㈯ 18:00 ～ 19:30
場 所　郷土資料館NoNo
演 奏　�作田�聖美氏（サックス　野々市市出身）�

小堀�香奈氏（キーボード）
定 員　25人程度（先着）
参 加 費　3,000 円
そ の 他　猩

しょう

々
じょう

仕込みの梅酒『梅猩々』、弁当付き
 　７月 12 日㈮までに郷土資料館 NoNo　☎ 246－2672 作田聖美氏
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� �：申し込み　 ：問い合わせ　・ �のマークがあるものは申し込みが必要　・参加費の記述がないものは無料

　保険年金課　☎ 227－6071　／　県後期高齢者医療広域連合　☎ 223－0140
後期高齢者医療制度加入者へのお知らせ

新しい保険証の送付
　今回の更新に伴い、保険証の色がこれまでの紫色から桜色に変わります。また、すべての被保険者に個人
番号の下４桁を含む本人の加入者情報を通知します。令和６年度の新しい保険証（桜色）は７月中旬に特定
記録郵便で送ります。新しい保険証を使用できるのは令和６年８月１日㈭からです。現在の保険証の有効期
限は令和６年７月 31日で、これ以降は使用できませんので、裁断するなどして廃棄してください。

保険証の新規交付の終了
◎�国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の原則一本化の方針に基づき、従来の健康保険証は令和
６年 12月２日に廃止され、新規交付が終了します。廃止の時点で発行済みの健康保険証は、経過措置に
より廃止日から最長１年間は引き続き使用できます。ただし、その１年よりも前に健康保険証の有効期限
が到来する場合は、使用できるのはその有効期限までです。
◎�マイナンバーカードを健康保険証として利用することを申し込んでいない人には資格確認書が交付されま
すので、医療機関に提示してください。
◎�マイナンバーカードを医療機関・薬局に持っていくだけで、健康保険証としての利用申し込みや、実際に
利用することが可能です。

定額減税補足給付金（調整給付金）
 　（手続きに関すること）福祉総務課  給付金専用ダイヤル　☎ 227－6080

 　（給付額に関すること）税務課　☎ 227－6036
　令和６年度に実施する所得税および住民税所得割の定額減税を十分に受けられない人に対し、減税しきれ
ないと見込まれる分を補足する定額減税補足給付金（調整給付金）を給付します。
　対象となる人には、７月中旬以降に順次、支給確認書を送付します。必要事項を記入し、必要書類を添付
して返送してください。
対 象　�定額減税可能額が、令和６年分推計所得税額（令和５年分所得税額）または令和６年度分住民

税所得割額を上回る人
提出期限　10 月 31日㈭（当日消印有効）
そ の 他　�基準日（令和６年６月３日）時点の住所地とは別の場所へ支給確認書の送付

を希望する人は、市ホームページから申請書を印刷して提出してください。

除雪業者募集
 　９月 30 日㈪までに土木課　☎ 227－6086

対 象　県内に本社、支社、営業所などを有する法人（建設業に限らず幅広い業種が対象）
募集要件　・自社保有またはリースによる機械での除雪実施を原則とします。
� 　　　※自社で機械を準備できない場合でも問い合わせ先に連絡してください。
� 　　・12月１日～３月 31日の期間、市の要請により除雪を実施してください。
� 　　・車道除雪の場合、機械の運転に必要な免許などを所有するオペレーターを確保してください。
� 　　・歩道除雪で小型除雪機を使用する場合、免許は不要です。
� 　　・賠償責任保険に加入してください。

市ホームページはこちら▲

保険料は前年中の所得を基に決定し、７月中旬に令和６年度の保険料額決定通知書などを送付します。
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 　日本年金機構金沢南年金事務所　☎ 245－2311　／　保険年金課　☎ 227－6072
国民年金保険料の未納を防ぐために、免除・納付猶予の申請を！

　収入の減少や失業などにより保険料の納付が困難な場合、保険料を未納のままにしておくと、将来の老齢
年金や、障害や死亡といった不測の事態が生じた時の障害年金、遺族年金を受け取ることができない場合が
あります。未納期間を作らないためにも「保険料免除・納付猶予制度」の手続きをしましょう！

■申請時点から２年１カ月前までの期間は、さかのぼって申請が可能です。
■失業などによる特例免除制度や、免除・納付猶予の承認を受けた期間を後から納める追納制度もあります。
■学生の人は「学生納付特例制度」を利用してください。

※１…１月から６月までに申請する場合は前々年所得
※２…�保険料を全額納めた場合と比べて受け取る年金額の割合は、全額免除の場合は２分の１、４分の３免除の場合は８分の５、半額

免除の場合は４分の３、４分の１免除の場合は８分の７

○免除（全額免除・一部免除）制度
本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得※1 が一定額以下の場合（一部免除は、減額された保険料を納め
なければ未納期間になります。注意してください。）
○納付猶予制度
50 歳未満の人で、本人・配偶者それぞれの前年所得※1 が一定額以下の場合

納付 全額免除 一部免除 納付猶予 未納

受給資格期間の計算に 含まれる 含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

老齢基礎年金の年金額に 計算される 計算される
（減額※２）

計算される
（減額※２） 計算されない 計算されない

納付状況など
年金への影響

「未納」・「免除」・「納付猶予」の違いによる将来の年金への影響

免除制度

令和６年度の申請受け付けが始まりました
　免除・納付猶予の期間は、７月から翌年６月までです。今年度も免除・納付猶予を希望する人は、
更新手続きをしましょう。
※前年度の承認通知書に「継続審査申出受付済」と記載があった場合は、更新手続きは不要です。

 　都市整備課　☎ 227－6118
市総合時刻表掲載広告募集

規 格　１枠あたり縦 50mm×横 65mm
印刷部数　12,000 部（予定）
掲 載 料　１枠当たり 20,000 円
募集期限　�10 月 31日㈭

　「2025年度版野々市市総合時刻表」に掲載する
有料広告を募集しています。

詳細は市ホームページ▶

　コミュニティバス「のっティ」バス停留所の名
称を一般企業・店舗から募集します。
掲載期間　�令和７年４月 1 日～令和 12 年３月

31日（５年間）
掲 載 料�　【本名称】20 万円／年
　　　　　��【副名称】10万円／年
募集期限　10 月 31日㈭

詳細は市ホームページ▶

バス停の名称募集
 　都市整備課　☎ 227－6118

コミュニティバス「のっティ」
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　市選挙管理委員会（総務課内）　☎ 227－6026　／　県選挙管理委員会　☎ 225－1282

◀詳細はこちら

選挙管理委員会からのお知らせ

明るい選挙啓発標語作品の募集明るい選挙啓発ポスター作品の募集
　明るい選挙推進事業の一環として、作品を募集します。入選作品は、選挙の啓発に広く活用します。

応募資格　�市内在住・在学の小学生から高校生
応募規定　�画　材：自由
� 　�画用紙：�四ツ切（542mm × 382mm）

八ツ切（382mm × 271mm）
もしくはそれに準じる大きさ

応募資格　石川県民
�　９月６日㈮必着。市選挙管理委員会事務局、
市内各公民館、文化会館フォルテおよび学びの
杜ののいち��カレードに設置してある募集用紙に
必要事項を記入し、市または県選挙管理委員会
へ提出。はがき、封書、メールでも応募可能。 　８月 30日㈮必着。市選挙管理委員会事務局へ

作品を提出。

市ホームページ 県ホームページ

個別療養相談会(難病・小児慢性特定疾病・医療的ケア児)
 　石川中央保健福祉センター　☎ 275－2250

　難病・小児慢性特定疾病の本人とその家族、医療的ケア児の家族を対象に、個別療養相談会を開催します。

日　時　原則毎月第 3木曜日
　　　�　① 13:30 ～ 14:30�

　② 14:30 ～ 15:30
場　所　�石川中央保健福祉セン

ター（白山市）
定　員　各回２組（先着）
その他　�保健師による相談は２日

前まで、外部専門家によ
る相談は１週間前までに
予約してください。

実施日 相談員
７月 18日

保健師８月８日（第２木曜日）
９月 19日

10月 17日
独立行政法人国立病院機構　医王病院

いしかわ医療的ケア児支援センター“このこの”
中本富美氏

11月 28日（第４木曜日） ハローワーク金沢　難病患者就職サポーター
国田直樹氏

12月 19日

保健師
令和７年１月 16日
２月 20日
３月 13日（第２木曜日）

　市スポーツ推進委員が講師となり、モルックや室内ペタンク、H.K.B.（ハッスル . かなざわ . ビーチボール）
など、さまざまなニュースポーツを行います。誰でも自由に参加できます。気軽に参加してください。
日　時　７月 20日㈯ 14:00 ～ 15:30
　　　　８月 24日㈯ 14:00 ～ 15:30
場　所　市民体育館

ニュースポーツ体験会
　スポーツ振興課　☎ 248－1442

持ち物　内履き、飲み物

� �：申し込み　 ：問い合わせ　・ �のマークがあるものは申し込みが必要　・参加費の記述がないものは無料
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本
町
地
区

◎
親
子
で
探
究
し
よ
う
！

　
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
・
木
場
潟
公
園
東

園
地
・
北
國
新
聞
白
山
印
刷
セ
ン
タ
ー

に
バ
ス
で
行
き
、
見
学
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
べ
る
木
場
潟
公
園
東

園
地
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
ハ
ウ
ス
や
農
業
体
験
ハ
ウ
ス

を
見
学
後
、
冷
た
い
足
湯
を
し
ま
す
。

黒
ヤ
ギ
と
白
ヤ
ギ
に
も
会
え
ま
す
！

日
時
　�

７
月
24
日
㈬
午
前
８
時
30
分
出

発
～
午
後
３
時
帰
着
予
定

集
合
場�

所
　
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ
ミ
ー
ノ

対
象
　�

本
町
地
区
小
学
生
親
子

定
員
　
28
人
（
先
着
）

参
加
費�

　
大
人
：
千
円

　
　
　
子
ど
も
：
５
０
０
円

持
ち
物�

　
昼
食
、
水
筒
、
帽
子
、
運
動

靴（
サ
ン
ダ
ル・ヒ
ー
ル
不
可
）、

タ
オ
ル
（
足
湯
用
）

　
７
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か

ら
参
加
費
を
添
え
て
野
々
市
公
民
館

（
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可
）

☎
２
４
８・０
５
２
１

郷
地
区

◎
郷
公
民
館
サ
ー
ク
ル
公
開
期
間

日�

時
　�

７
月
２
日
㈫
～
27
日
㈯

場
所
　
郷
公
民
館

内
容
　�

フ
リ
ー
見
学
や
希
望
に
合
う

市
内
の
既
存
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

サ
ー
ク
ル
の
新
設
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
　
郷
地
区
住
民

◎
「
地
震
対
策
」
講
演
会
＆
Ｇ
Ｏ
！
郷

カ
フ
ェ

日
時
　�

７
月
19
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場
所
　
郷
公
民
館

内
容
　�

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対

策
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
森

本
・
富
樫
断
層
帯
に
よ
る
地
震

に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
ま
す
。�

Ｇ
Ｏ
！
郷
カ
フ
ェ
と
同
時
開
催
。

　
　
　
※
詳
細
は
結
ネ
ッ
ト
へ
掲
載

講
師
　
福
谷
正
信
氏
（
県
防
災
士
会
）

対
象
　�

郷
地
区
住
民

　
郷
公
民
館

◎
英
数
学
習
塾

日
時
　�

７
月
20
日
㈯
、
27
日
㈯
、
８
月

３
日
㈯
、
10
日
㈯
、
24
日
㈯�

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
郷
公
民
館

内
容
　�

英
語
、
数
学
に
つ
い
て
受
講
生

に
応
じ
た
指
導
を
行
う
無
料
学

習
塾
で
す
。

講
師
　�

常
田
功
二
氏
（
金
沢
工
業
大
学

客
員
教
授
）

対
象
　
郷
地
区
の
中
学
生

定
員
　�

各
回
15
人
（
先
着
、
複
数
回
参

加
可
能
）

持
ち
物�

　
自
習
教
材
（
英
数
）
な
ど

そ
の
他�

　
複
数
日
開
催
の
た
め
、
参
加

希
望
な
ど
に
つ
い
て
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
郷
公
民
館

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
　�

７
月
21
日
㈰
午
前
9
時
開
会
式

（
小
雨
決
行
）

場
所
　
つ
ば
き
の
郷
公
園

チ
ー
ム�

編
成
　
1
チ
ー
ム
6
人
（
先
着

16
チ
ー
ム
）
※
近
隣
町
内
会
な

ど
と
合
同
編
成
可
　
※
詳
細
は

各
町
内
会
へ
案
内
し
、
結
ネ
ッ

ト
へ
も
掲
載

対
象
　
郷
地
区
住
民
（
中
学
生
以
上
）

　
町
内
会
で
ま
と
め
て
７
月
14
日

㈰
ま
で
に
郷
公
民
館

☎

２
４
８・０
２
５
０

☆
七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
☆

日
時
　�

７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時

場
所
　�

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

内
容
　�

子
ど
も
縁
日
、
子
ど
も
映
画
上

映
会
、
世
界
の
カ
ブ
ト
ム
シ
・

ク
ワ
ガ
タ
展
な
ど

対
象
　
市
民

　
野
々
市
公
民
館☎２

４
８・０
５
２
１

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

②
～
基
本
編
～

日
時
　�
７
月
30
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
　
女
性
セ
ン
タ
ー

内
容
　�

ほ
と
ん
ど
使
え
て
い
な
い
、
ス

マ
ホ
の
人
気
な
機
能
を
教
わ
り

ま
す
。

講
師
　�

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
認
定

講
師

対
象
　
市
民

定
員
　
20
人
（
先
着
）

　
７
月
10
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
女
性

セ
ン
タ
ー

◎
親
子
で
か
ん
た
ん
ピ
ザ
を
作
ろ
う

日
時
　
８
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

場
所
　�

フ
ォ
ル
ム
の
の
シ
テ
ィ

内
容
　�

ピ
ザ
を
生
地
か
ら
作
り
、
野
菜

を
切
っ
て
ト
ッ
ピ
ン
グ
、
オ
ー

ブ
ン
で
焼
い
て
、
で
き
た
て
ピ

ザ
を
食
べ
ま
す
。

講
師
　�

フ
ォ
ル
ム
の
の
シ
テ
ィ
　
ス

タ
ッ
フ

対
象
　
小
学
生
親
子

定
員
　
５
組
10
人
（
先
着
）

材
料
費�

　
１
組
千
円

持
ち
物�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
７
月
13
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
女
性

セ
ン
タ
ー

◎
第
25
回
市
女
性
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
発
表
会

日
時
　�

７
月
28
日
㈰
午
後
０
時
30
分
開

場
、
午
後
１
時
開
演
、
午
後
３

時
30
分
閉
演

場
所
　�

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

　
女
性
セ
ン
タ
ー

�

☎
２
４
６・０
８
１
０

イ
ベ
ン
ト
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う
つ
病
家
族
教
室

　
う
つ
病
や
う
つ
状
態
に
あ
る
人
の
家

族
お
よ
び
支
援
者
を
対
象
に
、
う
つ
病

の
理
解
と
対
応
を
学
ぶ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
　�

８
月
23
日
㈮
午
後
２
～
４
時

場
所
　�

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

　
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら

　
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

☎
２
７
５・
２
２
５
０

県
言
語
聴
覚
士
会

◎
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
養

成
講
習
会

日
程
　�

8
月
４
日
㈰
～
11
月
23
日（
土・

祝
）、
１
回
あ
た
り
３
～
６
時

間
・
合
計
40
時
間

場
所
　�

金
沢
市
も
の
づ
く
り
会
館
（
金

沢
市
）
ほ
か

内
容
　�

失
語
症
者
の
日
常
生
活
や
困
難

さ
を
理
解
し
、
援
助
を
行
う
た

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

定
員
　
15
人

参
加
費�

　
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
県
言
語
聴
覚
士
会
　
水
上

　isisotuu.i@
gm
ail.com

夏
の
絵
て
が
み
展

　
今
年
も
郷
公
民
館
の
絵
て
が
み
サ
ー

ク
ル
の
協
力
を
得
て
、
絵
て
が
み
展
を

開
催
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を「
の

の
い
ち
椿
館
」に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　�

７
月
26
日
㈮
正
午
～
８
月
２
日

㈮
午
後
３
時

場
所
　�

の
の
い
ち
椿
館
　
※
開
館
時
間

は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
木

曜
休
館
）

　
都
市
整
備
課
　
☎
２
２
７・６
０
９
２

ふ
ら
っ
と
ほ
わ
っ
と
し
ま
せ
ん
か
？

　「
き
れ
い
に
な
ろ
う
会
　
～
一
瞬
も

一
生
も
美
し
く
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

素
敵
に
メ
イ
ク
を
し
て
、
写
真
を
撮
り

ま
し
ょ
う
。

日
時
　�

７
月
30
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

場
所
　�

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師
　�

伊
藤
由
美
子
氏
（
資
生
堂
ジ
ャ

パ
ン
㈱
）、
塚
本
茂
樹
氏
（
ア
ン

ダ
ン
テ
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ
ー
ス
㈱
）

対
象
　�

市
在
住
の
被
災
者
、
被
災
者
を

支
え
て
い
る
住
民

定
員
　
20
人

そ
の
他�

　
い
つ
も
ど
お
り
隣
で
に
じ
い

ろ
カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　
７
月
15
日
（
月
・
祝
）
ま
で
に

に
じ
い
ろ
エ
イ
ド
　
澤
田
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド�

☎
０
７
０・２
２
９
８・９
９
３
５

第����

回
Ｎ
Ｂ
Ａ
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日�

時
　�

９
月
８
日
㈰
午
前
８
時
30
分
受

け
付
け
、
９
時
試
合
開
始

場
所
　
市
民
体
育
館

内�

容
　�

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

種
目
　�

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
。
区
分
は

「
一
般
・（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
）

71
歳
以
上
・
91
歳
以
上
」

　
　
　
※�

出
場
で
き
る
の
は
男
子
・
女
子
・

混
合
の
い
ず
れ
か
１
部
門
の
み

対
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

参
加
費�

　
1
種
目
に
つ
き

　
　
　（
協
会
登
録
者
）
１
５
０
０
円

　
　
　（
未
登
録
者
）
２
千
円

　
８
月
１
日
㈭
午
後
6
時
ま
で
に

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
内
川

notty55bad@
gm
ail.com

ス
マ
ホ
社
会
の
賢
い
子
育
て

日
時
　�

７
月
20
日
㈯
午
後
６
時
～
７
時

30
分

場
所
　�

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

講
師
　�

内
海
裕
美
氏
（
日
本
小
児
科
医

会
業
務
執
行
理
事
）

定
員
　
１
５
０
人

　
７
月
10
日
㈬
ま
で
に
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
（
当
日
受
け
付
け
可
）

　〝
の
の
い
ち
っ
子
を
育
て
る
〟
市

民
会
議
（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
２
２
７・６
１
１
７

終
活
サ
ロ
ン
（
談
話
室
）

日
程
　�
①
7
月
18
日
㈭
②
8
月
15
日
㈭

③
9
月
19
日
㈭

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
　�

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

内
容
　�<

エ
ン
ジ
ョ
イ
終
活>

　
　
　
①
脳
の
活
性
法
②
心
の
活
性
法

　
　
　
③
身
近
な
終
活
関
連
の
経
済
話

　
の
の
い
ち
終
活
協
議
会

☎
２
９
４・
８
１
０
０

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

１
次
試
験
日
程
　
９
月
22
日
㈰

受
験
資�

格
　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お

い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

　
　
　
　
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

　
７
月
16
日
㈫
～
25
日
㈭
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

　
金
沢
海
上
保
安
部

☎
２
６
６・６
１
１
５

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

☎
０
１
２
０・４
４
４・５
７
６

募
集

� �：申し込み　 ：問い合わせ　・ �のマークがあるものは申し込みが必要　・参加費の記述がないものは無料
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向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
、海
や
川
で
の
注
意
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
で
も
用
水
な
ど
に
は
近
寄
ら
な
い

な
ど
、
危
険
な
場
所
に
つ
い
て
話
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
子
ど
も

の
水
の
事
故
を
防
ご
う
！
」
に
は
、
状

況
別
に
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課☎２

２
７・６
０
７
７

墓
地
の
適
正
管
理

７
～
８
月
は
墓
参
り
の
時
期
で
す
。

墓
の
清
掃
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。
特
に
供
え
物
は
、
墓
地
の
美

観
や
衛
生
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

カ
ラ
ス
な
ど
が
集
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
生
活
課☎

２
２
７・
６
０
５
２

農
地
利
用
状
況
調
査

遊
休
農
地
は
害
虫
の
温
床
と
な
る
な

ど
、
近
接
の
農
地
や
周
辺
住
民
の
生
活

環
境
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
「
遊
休
農
地
の
実

態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
」、「
違
反

転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
」
を
目
的

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集

区
分

・
行
政
職
員
（
１
人
程
度
）

　
　
　
・
技
術
職
員
（
１
人
程
度
）

　
　
　
・
技
能
職
員
（
２
人
程
度
）

　
　
　
・
消
防
士
（
��
人
程
度
）

　
　
　
・
救
急
救
命
士
（
１
人
程
度
）

試
験
日
程
【
１
次
試
験
】
９
月
��
日
㈰

【
２
次
試
験
】
��
月
下
旬

※
申
込
書
類
は
、
組
合
事
務
局
、
消
防
本

部
、
管
内
各
消
防
署
ま
た
は
白
山
野
々

市
広
域
事
務
組
合
お
よ
び
白
山
野
々

市
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

７
月
８
日
㈪
～
８
月
��
日
㈬
に

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
事
務
局

☎
２
７
４・９
５
８
５

М
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
募
集

◎
作
品
募
集

募
集
期
間

９
月
６
日
㈮
ま
で

対
象

小
学
生

テ
ー
マ

自
由

部
門

・
絵
画
の
部
（
版
画
を
含
む
）

　
　
　
・
書
写
の
部

◎
作
品
展

開
催
日

９
月
��
日
㈭
～
��
日
㈯

展
示
会
場

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ

野
々
市
児
童
作
品
展
実
行
委
員

会

北
村

☎
０
８
０・３
０
４
５・７
９
１
４

責
任
技
術
者
認
定
試
験

県
下
水
道
協
会
に
よ
る
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
認
定
試
験
で
す
。

日
時

��
月
��
日
㈫
午
後
１
時
��
分
～

３
時
��
分

場
所

県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
金
沢
市
）

７
月
��
日
㈪
～
８
月
９
日
㈮
に

県
下
水
道
協
会
事
務
局

☎
２
２
０・２
３
７
４

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
合
同
説
明
会

職
業
概
要
説
明
・
採
用
案
内
・
相
談
・

制
服
展
示
・
試
着
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

７
月
��
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

※
午
後
１
時
��
分
受
け
付
け
開
始

場
所

白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク

レ
イ
ン
（
白
山
市
）

対
象

高
校
生
以
上
��
歳
未
満
の
人
、

そ
の
家
族
・
学
校
な
ど
の
関
係

者（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

７
月
��
日
㈪
ま
で
に
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
（
当
日
参
加
可
）

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

☎
２
９
１・６
２
１
４

水
の
事
故
に
注
意

毎
年
暖
か
く
な
り
水
辺
の
遊
び
が
増

え
て
く
る
と
、
水
難
事
故
も
増
え
る
傾

に
、
市
内
全
域
で
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
（
利
用
状
況
調
査
）」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
毎
年
�
月
か
ら
��
月
ま
で

を
強
化
月
間
と
し
、
指
導
の
徹
底
を

行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
方
法

農
業
委
員
や
担
当
職
員
が

農
地
を
見
回
り
、「
遊
休
農
地
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
判
断

市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
土
木
課

内
）

☎
２
２
７・６
０
８
１

農
業
用
水
路
転
落
事
故
に
注
意

水
路
沿
い
の
歩
行
や
作
業
を
行
う

際
に
は
、
自
分
は
大
丈
夫
と
は
思
わ

ず
に
、
安
全
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
暗
い
所
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
水
路
な

ど
に
近
寄
ら
な
い
、
遊
ば
な
い
よ
う
、

家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
皆
さ
ん
も

注
意
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
木
課

☎
２
２
７・６
０
８
１

手
取
川
七
ヶ
用
水
土
地
改
良
区

☎
２
７
６・１
１
６
６

案
内




